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扶養控除の見直し
　全ての子育て世代に実質的な支援を拡充しつつ、所得階層間の支援の平準化を図るため、児童手当が
令和 6年 10 月から新たに高校生年代にも支給されます（1人月額 1万円、3人目から 1人月額 3万円）。
児童手当の支給に伴い、16 歳～ 18 歳の所得税の扶養控除額は、所得税 25 万円、住民税 12 万円に縮
減されます。
　扶養控除の縮減に伴い、課税総所得金額や税額等の変化が社会保障制度や教育等の給付・負担水準に
不利益を生じさせないよう、改正後の児童手当が通年で支給される令和７年度の影響を確認したうえで、
令和７年度税制改正（令和 8年分以降の所得税、令和 9年分以降の住民税に反映）にて扶養控除の見直
しについて結論が出されます。

ひとり親控除の引上げ
　ひとり親の自立支援を進める観点から、所得税のひとり親控除の適用は、合計所得金額を 1,000 万円
以下（現行 500 万円以下）に引き上げます。所得控除額は、所得税 38 万円（現行 35 万円）、住民税 33
万円（現行 30 万円）に引き上げます。
　ひとり親控除については、扶養控除の改正にあわせ、令和７年度税制改正（令和 8年分以降の所得税、
令和 9年分以降の住民税に反映）にて結論が出されます。

生命保険料控除の拡充
　子育て世帯の生命保険料控除は、新生命保険料の一般枠について、23 歳未満の扶養親族を有する場
合に、適用限度額を 6万円（現行 4万円）に拡充します。ただし、一般生命保険、介護医療保険、個人
年金保険の合計適用金額は、実際の適用控除額の平均が限度額を下回っていることから、現行の上限額
12 万円は変更されません。令和 7年度税制改正にて結論が出されます。

私的年金、退職給付の見直しは検討継続
　私的年金、退職金課税については、給与・退職一時金・年金給付に対する税負担のバランスに配慮し
た中立的な税制のあり方を踏まえた検討が継続されます。

次期の所得税改正
扶養控除、ひとり親控除、生命保険料控除

児童手当 支給額(令和 6 年 10 月より) 
高校生年代 1人年間12万円（3人目以降は年間36万円） 
扶養控除（16～18歳） 所得税 住民税

現行 380,000 円 330,000 円 
改正案（７年度に結論） 250,000 円 

令和 8 年より 
120,000 円 
令和 9 年より 

 

高校生にも児童手当が

支給され、扶養控除額は

縮減されます。 
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　経済産業省は、令和 5年 11 月 2日に閣議決定された「デフレ完全脱却のための総合経済対策」
に基づき、以下 2点の新たな資金繰り支援を行います。

1. 新たな信用保証制度を創設
　中小企業の 4割が利用している信用保証制度で、依然として信用保証付融資の 7割で経営者
保証を徴求している現状を変えるため、保証料を上乗せすることで、経営者保証の提供を不要
とする信用保証制度を創設することに加え、3年間の時限的な保証料負担軽減策を行います。
　本制度については、3月 15 日より申込受付を開始し、それに先立ち 2月 16 日より、要件確
認などの事前審査も開始します。適用要件は以下の通りです。

　　①過去 2年間において貸借対照表、損益計算書等その他財産、損益又は資金繰りの状況を
　示す書類を当該金融機関の求めに応じて提出していること（原則、貸借対照表及び損益計算
　書とするが、必要　に応じて試算表や資金繰り表等も含む）。
　　②直近の決算書において代表者への貸付金（仮払金や未収入金も含む）がなく、かつ、代
　表者への役員報酬、賞与、配当等が社会通念上相当と認められる額を超えていないこと。
　　③直近の決算において債務超過ではないこと又は直近２期の決算において減価償却前経常
　利益が連続して赤字ではないこと。
　　④ 上記①及び②については継続的に充足することを誓約する書面を提出すること。
　　⑤ 中小企業者が保証人の保証を提供しないことを希望していること。

2．コロナ資本性劣後ローン金利運用見直し
　コロナ資本性劣後ローンの黒字金利は、直近決算の黒字額から負担することになりますが、
黒字額が小さい場合、金利負担により実態上赤字に転落する場合があります。そのため、直近
決算で黒字の事業者が翌年度に黒字金利を支払った場合に、直近決算において事実上の赤字に
陥る場合には、直近決算期後 1年間については赤字金利（0.5％）を適用するという運用見直し
を 2月 16 日より行います。
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 これにより思い切った

投資計画が実現できる

ね！ 




